
 

Team Data          
創部  1931 年 

部長  林 達也 

監督  秋田浩一 

コーチ 上畑政博、岡田誠史、岩本哲也 

主将 廣井友信 

主務 岩崎 直   

ポジション・背番号・名前(学年) ・前所属    一口メモ     
[ＧＫ]①三栗寛士(4)   鹿島Ｙ    的確なフィード

     ○21山内達夫(3)  丸岡         スーパーセーブ    

      ○22矢田雄基(2)  海星  日々成長を続けるＧＫ

[ＤＦ]②阿部琢久哉(4) 流経大柏  優れた身体能力

   ③筑城和人(4)  清水商業   ハードマーク 

     ⑤廣井友信(4)  前橋育英    熱き闘将  

   ⑬塚本泰史(3)  浦和東 Jリーガーも認めるＦＫ

    ⑲伊藤 龍(1) Ｆ東京 U-18 負け知らずのヘディング

    ○24鈴木寿毅(2) 鹿島Ｙ 左サイドのスペシャリスト

    ○25五上直也(4) 水戸桜ノ牧 華麗なるヘディング  

   ○26安藤 謙(2) 川崎 U-18 伸びのあるロングスロー

    ○27武田憲明(2)  清水商業   正確なキック 

    ○29市川祐樹(1) 前橋育英  期待のルーキー  

[ＭＦ]④菊地光将(3) 浦和東   脅威のヘディング  

    ⑥八角剛史(3) 市原Ｙ     攻撃型ボランチ   

      ⑦柳崎祥兵(4) 鹿児島実業    巧みなパス   

   ⑧新川真之介(4)東福岡   独特のドリブル  

   ⑪東平大佑(3) 丸岡 ゴールチャンスの創出者

    ⑭竹内 優(4) 伊奈学園総合  燃える闘志  

    ⑮田谷高浩(3)  境     貪欲なプレー  

   ⑯島田祐輝(2) 西武台   果敢なサイド攻撃

   ⑰榊原浩一朗(3)駒澤大学  優れたテクニック

   ⑱小林竜樹(3) 前橋育英     無限のスタミナ

   ○23小野里銀児(3) 総和     強固なプレス  

   ○28山崎健太(2) 駒澤大学   忠実のディフェンス

[ＦＷ]⑨巻 佑樹(4) 国見 長身を活かしたポストプレー

   ⑩原 一樹(4) 市立船橋   ドリブル突破  

      ⑫高崎寛之(3) 古河第三    高さと強さ    

      ⑳山下真太郎(2)鹿児島実業 意外性のシュート

      ○30鳥羽田龍(1) 水戸商業    無限の可能性

Player Data         

Formation                    

巻 原 
竹内 島田 東平 

菊地 筑城 塚本 
伊藤 廣井 

山内 

２００６年度 第３０回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント  

ＫＯＭＡＺＡＷＡ ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ 

＜過去３年間の主な戦績＞ 
平成 15 年度…関東選手権３位、総理大臣

杯優勝、リーグ戦優勝、インカレ準優勝 
平成 16 年度…関東選手権３位、総理大臣

杯優勝、インカレ優勝 
平成 17 年度…リーグ戦優勝、インカレ優

勝 
 

総理大臣杯過去３年の戦績 
＜第 27 回大会・優勝＞１－０関西大、３－０筑波大、０(５

ＰＫ４)福岡大、１(６ＰＫ５)１阪南大 

＜第 28 回大会・優勝＞３－１大阪体育大、３－０浜松大、

２－１明治大、５－２桃山学院大 

＜第 29 回大会＞１－０大阪学院大、３－４早稲田大 

第２９回大会 

準々決勝プレイバック
駒大３－４早大☆ 

【駒】5分：筑城和人（宮崎大志郎）

【駒】38分：廣井友信（塚本泰史） 

【早】42分：兵藤慎剛 

【早】44分：兵藤慎剛 

【駒】48分：宮崎大志郎 

【早】60分：鈴木修人 

【早】87分：横山知伸(兵藤慎剛) 

◆駒大メンバー 網掛けは在学中選手  
ＧＫ牧野利昭、ＤＦ塚本泰史、阿部琢久哉、

廣井友信、筑城和人、ＭＦ桑原 靖、宮崎

大志郎、最上大輝(65 分東平大佑)、赤嶺真

吾、ＦＷ原 一樹、巻 佑樹 

ＳＵＢ山内達夫、小椋慶一、八角剛史、柳

崎祥兵、新川真之介、小林竜樹 

                   

勝ち試合を逃した。正にそんな試合だった。

筑城、廣井のゴールで先制しこのまま逃げ

切りたい駒大であったが、２本のＰＫを早

大に与え同点ゴールを許す。ＰＫを宮崎が

決めるが、試合終了間際失点を喫し準々決

勝で早くも姿を消した。勝ち試合だけに悔

やまれる一戦となった。 

発行人   伊藤優香 
スタッフ  遠藤雅之  川崎篤彦   
深松美里  香取真人  斉藤卓也 
永田博義   林 雄大  木瀬由里加 
塩田英美  土屋春佳  中野成博 
中村達郎  星 宏樹  前沢皓子 
   
     
 ＦＯＲＺＡ駒澤は毎週金曜に発行！お便り、感想など
はこちらまで 

〒154―8525 東京都世田谷区駒沢1―23－1 
駒澤大学マスコミ研究所内｢駒大スポーツ・サッカー

班｣Ｅメール forzakomazawa@hotmail.com 
TELFAX 03（3418）9556  

発行人 伊藤 優香 

王座奪還ならず 
 駒大のサッカーは常に「気持ち」がキ

ーワードとなっている。それは勝利への

強い意志が何よりも重要であると選手が

理解しているからだ。それを最もよく表

しているのが昨年の早大戦。常に先手を

取りながらも最後の最後に逆転負けを喫

してしまった。そのリベンジを果たすた

め、彼らは初戦の札幌学大戦を７－１の

圧勝で下した。大会前、決定力不足を課

題にあげていた駒大だったが、セットプ

レー、サイド攻撃から確実にチャンスを

ものにし得点を積み重ね、最高のスター

トを切ったかに見えた。 
 向かえた準々決勝、相手は立命大。試

合立ち上がりから駒大はリズムが掴めな

い。「チームの約束を徹底できず、気持ち

の弱さが出てしまった」（廣井）と、ここ

でもメンタル面の欠如が敗因となってし

まった。残り 10 分で奪った高崎の先制 

点を守りきれなかったことがそれを物語

っている。昨年と同じく今年も駒大はベ

スト８という早い段階で大会から退くこ

ととなった。 
 王座は登りつめることも、居座り続け

ることも難しい。この大会をよい教訓に、

彼らには後期リーグ、そしてインカレと

また新たな頂を目指してもらいたい。 

後列左から原、廣井、巻、伊藤、菊地、山内。前列左から田

谷、東平、小林、塚本、筑城      （撮影・川崎篤彦）

 

ひろい・とものぶ／ＤＦ

／４年／駒大を率いる

キャプテン。得意のヘデ

ィングで相手の攻撃の

芽を摘む。ＤＦラインを

統率 


